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② ①

令
和
元
年
５
月
７
日
よ
り
埼
玉
医
科
大

学
病
院
「
高
齢
者
総
合
診
療
セ
ン
タ
ー
」

（
東
館
２
Ｆ
）
に
「
ロ
コ
モ
・
フ
レ
イ
ル

外
来
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
ロ
コ
モ
」
と
は
骨
や
関
節
、
筋
肉
な
ど

運
動
器
の
衰
え
が
原
因
で
、
歩
行
や
立
ち

座
り
な
ど
の
日
常
生
活
に
障
害
を
来
た
し

て
い
る
状
態
の
こ
と
を
云
い
ま
す
。
ロ
コ

モ
が
進
行
す
る
と
要
介
護
や
寝
た
き
り
に

な
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。「
フ
レ

イ
ル
」
と
は
体
が
ス
ト
レ
ス
に
弱
く
な
っ

て
い
る
状
態
の
こ
と
を
云
い
ま
す
。
フ
レ

イ
ル
が
進
行
す
る
と
生
活
の
質
を
落
と
す

だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
も
引

き
起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

厚
労
省
は
２
０
２
５
年
に
65
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
が
３
，
６
５
７
万
人
（
30
．

３
％
）、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
２
，

１
７
９
万
人
（
18
．
１
％
）
を
超
え
る
と

推
計
し
て
お
り
、
も
う
す
ぐ
日
本
は
世
界

で
も
類
を
み
な
い
超
高
齢
社
会
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
ロ
コ
モ
・
フ
レ
イ
ル
の
高

齢
者
が
増
加

し
て
、
高
齢

者
の
医
療
保

険
給
付
が
国

の
医
療
負
担

を
圧
迫
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
２
０
２
５
年
問
題
）。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
埼
玉
医
科
大
学

病
院
「
ロ
コ
モ
・
フ
レ
イ
ル
外
来
」
で
は

２
０
２
５
年
問
題
に
備
え
、
地
域
高
齢
者

の
「
ロ
コ
モ
」
と
「
フ
レ
イ
ル
」
を
早
期

に
同
定
し
、
地
域
高
齢
者
の
日
常
生
活
を

支
援
し
て
「
ロ
コ
モ
」
と
「
フ
レ
イ
ル
」

の
予
防
を
推
進
、
地
域
高
齢
者
の
健
康
寿

命
を
延
伸
し
て
、
個
々
と
地
域
の
医
療
費

削
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ロ
コ
モ
・
フ
レ
イ
ル
外
来
で
は
、
要
介

護
に
な
る
原
因
と
し
て
最
も
頻
度
の
高
い

認
知
症
を
評
価
し
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

（
６
種
以
上
の
多
剤
併
用
）
を
低
減
、
栄

養
状
態
を
評
価
し
て
オ
ー
ラ
ル
・
フ
レ
イ

ル
（
口
腔
機
能
低
下
）
の
診
断
と
予
防
を

考
え
、
疼
痛
（
関
節
炎
な
ど
）
の
管
理
、

地
域
の
医
療
資
源
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
デ

イ
ケ
ア
、
定
期
巡
回
随
時
訪
問
介
護
看
護

サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
の
有
効
利
用
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

ロ
コ
モ
・
フ
レ
イ
ル
外
来
の
外
来
日

ロ
コ
モ
・
フ
レ
イ
ル
外
来
は
、
次
の
よ

う
な
所
見
を
一
つ
で
も
満
た
す
高
齢
者
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
随
時
対
応
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈
ロ
コ
モ
・
フ
レ
イ
ル
外
来
受
診
基
準
〉

・
痛
い
と
こ
ろ
が
あ
る

・
体
重
が
減
少
し
た

・
だ
る
さ
、
疲
労
感
が
あ
る

・
食
べ
ら
れ
な
い

・
眠
れ
な
い

・
活
動
量
が
減
っ
た

・
歩
く
の
が
遅
く
な
っ
た

・
筋
力
が
低
下
し
た

・
飲
み
込
み
が
悪
い

・
物
忘
れ
を
す
る

・
医
療
施
設
を
ま
と
め
た
い

・
薬
が
多
く
て
困
っ
て
い
る

・
健
康
不
安
が
あ
る

・
健
康
相
談
が
し
た
い

〈
お
問
合
せ
〉

電
話
：
０
４
９
‐
２
７
６
‐
１
７
４
１

　
　
　
（
プ
ラ
チ
ナ
外
来
受
付
）

〈
高
齢
者
総
合
診
療
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
〉

委
員
長
：
橋
本
正
良

　
　
　
　
（
総
合
診
療
内
科
教
授
）

副
委
員
長
：
岩
瀬　

哲

　
　
　
　
（
救
急
科
・
緩
和
医
療
科
教
授
）

ロコモ・フレイルを予防し、健康寿命を延ばす！救急科・緩和医療科　教授
岩瀬　哲

午前 午後

月 × 〇（岩瀬）

火 × ×

水 × 〇（岩瀬）

木 × ×

金 × 〇（橋本）

土 × ×

図１）フレイル概念図（葛谷雅文（2009）日本老年医学会雑誌を参考に一部改変）



②

ゲ
ノ
ム
と
は
、遺
伝
子
（
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
）
と
、

全
体
を
意
味
す
る
‐
ｏ
ｍ
ｅ
を
合
わ
せ
た

言
葉
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
含
ま
れ
る
遺
伝
情
報

全
体
を
さ
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
ヒ
ト
の
ゲ

ノ
ム
は
人
間
の
体
を
つ
く
る
た
め
の
設
計

図
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
ゲ
ノ
ム
を
調
べ

た
結
果
を
も
と
に
し
て
、
よ
り
効
率
的
に

病
気
の
診
断
を
行
い
、
効
果
的
な
治
療
に

つ
な
げ
て
い
く
の
が
ゲ
ノ
ム
医
療
で
す
。

近
年
、
ゲ
ノ
ム
医
科
学
研
究
の
目
覚
ま
し

い
進
歩
に
よ
り
、
病
気
と
ゲ
ノ
ム
の
か
か

わ
り
が
ど
ん
ど
ん
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

埼
玉
医
科
大
学
病
院
の
ゲ
ノ
ム
医
療
科

で
は
、
な
か
で
も
先
天
性
・
遺
伝
性
疾

患
、
希
少
難
病
に
対
す
る
遺
伝
医
療
（
遺

伝
学
的
診
察
、
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

遺
伝
学
的
検
査
か
ら
新
規
治
療
法
の
提
供

ま
で
）
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
自

身
や
ご
家
族
、
お
子
さ
ん
に
生
ま
れ
つ

き
の
病
気
や
遺
伝
性
の
病
気
が
あ
る
場

合
、
病
名
の
確
定
そ
の
も
の
が
困
難
で
あ

る
こ
と
も
多
く
、
ま
た
周
り
の
人
た
ち
に

ど
の
よ
う
に

病
気
の
こ
と

を
伝
え
た
ら

よ
い
か
も
悩

ま
れ
る
と
思

い
ま
す
。
ゲ

ノ
ム
医
療
科

の
外
来
で

は
、
臨
床
遺

伝
専
門
医
が

遺
伝
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
中

心
と
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
協
力

し
て
患
者
さ
ん
の
病
歴
、
家
族
歴
、
身
体

所
見
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
検
査
の
結
果

な
ど
を
総
合
し
、
必
要
に
応
じ
て
遺
伝
学

的
検
査
を
追
加
す
る
こ
と
で
診
断
を
行
い

ま
す
。
そ
う
し
た
遺
伝
子
や
染
色
体
の
検

査
は
ゲ
ノ
ム
医
療
科
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
２
０
１
８
年
度
よ
り
、
保
険
診

療
で
可
能
な
遺
伝
学
的
検
査
が
増
え
て
い

ま
す
し
、
保
険
適
応
が
な
い
検
査
に
関
し

て
も
当
院
で
は
保
険
診
療
と
同
等
の
患
者

費
用
負
担
（
自
費
診
療
）
で
実
施
可
能
で

す
。
そ
し
て
遺
伝
学
的
検
査
の
結
果
を
も

と
に
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
と
も
に

十
分
な
時
間
を
か
け
て
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
通
じ
て
、
悩
み
や
心
配
を
解
決
す
る

道
筋
を
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

当
院
で
は
、
２
０
０
７
年
８
月
に
遺
伝

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
外
来
が
設
立
さ
れ
、
小

児
領
域
や
周
産
期
領
域
を
中
心
に
診
療
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
４
月
に

は
難
病
セ
ン
タ
ー
が
東
館
２
階
に
開
設
さ

れ
、
昨
年
度
に
は
県
の
難
病
診
療
連
携
拠

点
病
院
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ノ

ム
医
療
科
は
こ
の
難
病
セ
ン
タ
ー
内
の
遺

伝
子
診
療
部
の
中
核
を
担
う
診
療
科
で
、

現
在
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
を
は
じ
め
と

す
る
小
児
難
病
か
ら
成
人
の
病
気
ま
で
幅

広
い
遺
伝
性
疾
患
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
婦
人
科
で
毎
週
水
曜
日
に
開

設
さ
れ
て
い
る
遺
伝
外
来
と
も
連
携
し
て

お
り
、
母
体
血
を
用
い
た
遺
伝
学
的
検
査

（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）
や
羊
水
・
絨
毛
を
用
い
た

出
生
前
診
断
が
可
能
で
す
。
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
病
や
先
天
性
代
謝
疾
患
、
神
経
難
病

な
ど
の
出
生
前
診
断
も
１
年
に
４
〜
５
件

ず
つ
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
耳
鼻
咽

喉
科
で
は
遺
伝
性
難
聴
の
、
神
経
内
科
で

は
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
や
筋
緊
張
性
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
等
の
遺
伝
性
神
経
筋
疾
患
の
、

リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
で
は
遺
伝
性
免
疫

疾
患
の
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
対
し
、
年

間
数
例
〜
20
数
例
の
遺
伝
子
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
こ
に
あ
げ
た
よ
う
な
病
気
に
つ
い
て

の
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
基
づ
く
遺
伝

学
的
検
査
の
提
供
に
関
し
て
は
日
本
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
診
療
科
で
す
。
ご

相
談
の
あ
る
方
、
診
療
を
ご
希
望
の
か
た

は
、
以
下
の
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

連
絡
先
：
難
病
セ
ン
タ
ー
遺
伝
子
診
療
部

齋
藤　

恵
、
難
波　

聡
、
大
竹　

明

☎
：
０
４
９
（
２
７
６
）
１
７
４
１

ゲノム医療科のご紹介ゲノム医療科／産婦人科　准教授
難波　聡

右
か
ら　

大
竹
明
教
授
、

齋
藤
恵
（
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）、

難
波
聡
准
教
授



③④

埼
玉
医
科
大
学
病
院
で
は
、
日
本
国
政

府
と
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と

の
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
日
本
国
看

護
師
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
ベ
ト
ナ
ム

人
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
３
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
の
協
定
の
第
一
義
は
、
両
国

の
経
済
活
動
の
連
携
を
強
化
す
る
事
が
目

的
と
な
っ
て
お
り
、
当
院
で
受
け
入
れ
た

ベ
ト
ナ
ム
人
は
２
０
１
６
年
度
に
２
名
、

２
０
１
７
年
度
に
３
名
、
２
０
１
８
年
度

に
３
名
と
合
計
８
名
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
で
看
護
師
養
成
機
関
（
専
門

学
校
や
大
学
）
を
卒
業
し
、
一
定
期
間
の

臨
床
経
験
を
有
し
た
看
護
師
が
選
ば
れ
ま

す
。
母
国
の
ベ
ト
ナ
ム
で
約
１
年
間
の
日

本
語
研
修
を
受
け
、
日
本
語
検
定
を
受
け

て
か
ら
来
日
し
ま
す
。

初
年
度
は
手
探
り
状
態
の
支
援
で
し
た

が
、
２
年
目
は
専
任
の
看
護
師
を
配
置
し
、

３
年
目
に
は
候
補
生
か
ら
「
日
本
語
を

も
っ
と
教
え
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
を
叶

え
、
週
に
３
日
の
日
本
語
学
習
時
間
を
設

け
ま
し
た
。
病
院
あ
げ
て
の
手
厚
い
支
援

で
、
２
０
１
８
年
に
３
名
、
２
０
１
９
年

に
５
名
と
全
員
が
合
格
し
ま
し
た
。
ベ
ト

ナ
ム
人
の
看
護
師
国
家
試
験
合
格
率
は
過

去
４
年
間
で
、
平
均
47
．
９
％
な
の
で
す

が
埼
玉
医
科
大
学
病
院
の
ベ
ト
ナ
ム
人
は

１
０
０
％
合
格
で
す
。
病
院
と
し
て
も
支

援
を
し
ま
し
た
が
、
本
人
た
ち
の
頑
張
り

が
《
す
ご
か
っ
た
》
こ
と
が
分
か
っ
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
か

ら
合
格
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
看
護
師
が
病
棟

で
働
い
て
い
ま
す
が
、
日
本
人
の
話
す
ス

ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け
な
い
、
文
化
や
風

習
が
分
か
ら
な
い
な
ど
で
苦
労
を
し
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
昼

食
時
に
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
あ
り
患
者
さ
ん

の
所
に
行
っ
た
の
で
す
が
「
オ
レ
の
飯
は
」

と
聞
か
れ
、
そ
ん
な

言
葉
を
学
習
し
て
き

て
い
な
い
ベ
ト
ナ
ム

人
看
護
師
は
ち
ん
ぷ

ん
か
ん
ぷ
ん
、
何
度

聞
き
返
し
て
も
分
か

ら
ず
先
輩
看
護
師
を

呼
ん
だ
と
い
う
事
で

し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
人
看
護

師
が
、
日
本
の
看

護
師
と
し
て
一
人
前

に
働
く
に
は
ま
だ
ま

だ
時
間
が
必
要
で

す
。
彼
ら
が
日
本
の

看
護
を
学
び
、
そ
の

看
護
が
ベ
ト
ナ
ム
で

活
か
せ
る
日
を
楽
し
み
に
し
た
い
も
の
で

す
。
当
院
で
治
療
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ

ん
も
、
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き

日
本
の
心
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

日本の看護師を目指して
看護部

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

資
格
や
経
験
の
な
い
方
で
も
健
康
で

思
い
や
り
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

具
体
的
な
活
動

・
玄
関
や
ホ
ー
ル
で
の
案
内
、
誘
導

・
車
椅
子
利
用
者
の
乗
降
時
の
援
助

・
各
科
の
外
来
や
検
査
室
へ
の
案
内

・
自
動
再
来
受
付
機
操
作
の
お
手
伝
い

な
ど

活
動
の
時
期
、
時
間
、
頻
度

原
則
と
し
て
、

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
後
８
時
30
分
か
ら
午
後
12
時
30
分

ご
ろ
ま
で

１
回
２
時
間
以
上
活
動
が
可
能
で
あ

る
事

（
月
１
回
で
も
可
能
）

お
問
合
せ
：

　

埼
玉
医
科
大
学
病
院　

医
務
部

☎
：
０
４
９
（
２
７
６
）
１
１
２
２

（2018 年度合格の 5名です）



④

今
回
は
神
経
生
理
検
査
を
紹
介
し
ま

す
。
私
達
の
全
身
の
神
経
や
筋
肉
は
活
動

す
る
時
に
微
小
な
電
流
が
発
生
し
ま
す
。

神
経
生
理
検
査
は
こ
の
微
小
な
電
流
を
体

の
各
測
定
部
位
で
捉
え
、
ま
た
外
部
刺
激

を
与
え
て
発
生
す
る
神
経
や
筋
の
活
動
状

態
を
測
定
す
る
検
査
で
す
。

〇
検
査
の
種
類

い
く
つ
か
種
類
は
あ
り
ま
す
が
、
主
に

神
経
伝
導
検
査
、
誘
発
電
位
検
査
、
針
筋

電
図
検
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

神
経
伝
導
検
査

手
や
足
の
末
梢
神
経
の
機
能
を
調
べ
る

検
査
で
す
。
神
経
障
害
の
有
無
や
障
害
が

あ
る
場
合
は
運
動
神
経
優
位
か
感
覚
神
経

優
位
か
を
判
断
し
た
り
、
障
害
が
ど
の
程

度
な
の
か
を
調
べ
た
り
し
ま
す
。

脱
力
、
麻
痺
、
筋
力
低
下
が
あ
る
場
合

は
運
動
神
経
障
害
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。し

び
れ
、
痛
み
を
感
じ
る
場
合
は
感
覚

神
経
障
害
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
な
ど
自
覚
症
状
が
な
く

て
も
末
梢
神
経
障
害
を
起
こ
す
リ
ス
ク
の

高
い
疾
患
に
対
し
て
、
病
態
を
評
価
す
る

た
め
に
用
い
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

〇
検
査
方
法

ベ
ッ
ド
に
仰
向
け
、
ま
た
は
う
つ
伏
せ

に
寝
て
検
査
し
ま
す
。

上
肢
の
検
査
は
手
首
と
肘
部
な
ど
、
下

肢
の
検
査
は
足
底
と
膝
下
部
な
ど
に
弱
い

電
気
刺
激
を
加
え
て
、
そ
の
刺
激
の
伝
わ

る
速
さ
を
調
べ
ま
す
。

〇
留
意
点

神
経
を
電
気
で
刺
激
す
る
た
め
、
少
し

痛
み
を
伴
い
ま
す
が
、
緊
張
し
て
力
が
入

ら
な
い
よ
う
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
検
査
を

受
け
て
下
さ
い
。

誘
発
電
位
検
査

脳
、
脊
髄
、
末
梢
神
経
を
通
る
感
覚
神

経
の
ど
こ
に
機
能
障
害
が
存
在
す
る
の
か

を
調
べ
た
り
、
聴
覚
障
害
や
脳
幹
障
害
の

診
断
に
用
い
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

〇
検
査
方
法

ベ
ッ
ド
に
仰
向
け
、
ま
た
は
椅
子
に

座
っ
て
検
査
し
ま
す
。

頭
、
首
、
肩
、
背
中
な
ど
に
電
極
を
装

着
し
て
、
手
首
や
足
首
に
弱
い
電
気
刺
激

を
加
え
て
反
応
を
記
録
し
ま
す
。

ま
た
、
音
刺
激
や
光
刺
激
な
ど
を
行
っ

た
り
も
し
ま
す
。

〇
留
意
点

音
刺
激
や
光
刺
激
は
痛
み
を
伴
わ
な
い

検
査
で
す
の
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
検
査
を

受
け
て
下
さ
い
。
力
が
入
る
と
検
査
時
間

が
長
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

筋
電
図
検
査

筋
肉
に
指
令
を
出
す
運
動
神
経
系
に
障

害
が
あ
る
の
か
、
筋
肉
自
体
に
障
害
が
あ

る
の
か
を
判
断
し
た
り
、
障
害
の
部
位
や

程
度
を
調
べ
た
り
し
ま
す
。

〇
検
査
方
法

筋
肉
に
細
い
針
を
刺
し
て
、
筋
肉
に
力

を
入
れ
た
り
、
抜
い
た
り
し
て
波
形
を
記

録
し
ま
す
。

〇
留
意
点　

筋
肉
に
針
を
刺
す
の
で
、
痛
み
を
伴
う

検
査
で
す
が
、
専
門
の
先
生
が
行
い
ま
す

の
で
安
心
し
て
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

検
査
中
は
力
を
入
れ
た
り
抜
い
た
り
し

て
も
ら
う
の
で
、
患
者
さ
ん
の
協
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

検
査
室
か
ら
の
お
願
い

検
査
時
間
は
30
分
〜
60
分
程
度
で
す

が
、
障
害
部
位
や
程
度
に
よ
り
長
引
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

検
査
に
遅
れ
る
場
合
は
、
検
査
室
ま
で

電
話
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

直
通　

０
４
９
（
２
７
６
）
１
４
４
５

検
査
希
望
の
方
は
主
治
医
に
ご
相
談
下

さ
い
。

検査一口メモ
中央検査部

神
経
伝
導
検
査
の
波
形



⑥ ⑤

は
じ
め
に

今
年
も
暑
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
夏
に
な
る
と
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
紫
外
線
対
策
で
す
。
日
本
で

は
７
月
〜
８
月
に
一
番
紫
外
線
量
が
多
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
夏
場
は

海
や
山
な
ど
外
で
活
動
す
る
機
会
も
多

く
、
そ
れ
に
伴
い
紫
外
線
を
浴
び
る
機
会

も
増
え
て
き
ま
す
。
紫
外
線
は
Ｕ
Ｖ
‐
Ａ

波
と
Ｕ
Ｖ
‐
Ｂ
波
に
分
け
ら
れ
、
ど
ち
ら

も
シ
ミ
や
シ
ワ
な
ど
お
肌
の
老
化
原
因
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
紫
外
線
は

生
体
へ
強
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、
肌
表
面
の
表
皮
細
胞
や
Ｄ
Ｎ

Ａ
（
遺
伝
子
）
を
傷
つ
け
た
り
、
異
常
な

皮
膚
症
状
を
き
た
す
光
線
過
敏
症
を
引
き

起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
に
は
、
薬
剤
が
関
係
し
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
薬
剤
性
光
線
過
敏
症
も

あ
り
、
薬
剤
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
こ

れ
か
ら
の
季
節
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

光
線
過
敏
症
と
は
？

普
通
は
何
と
も
な
い
程
度
の
紫
外
線
を

浴
び
た
だ
け
で
異
常
な
皮
膚
症
状
が
で
て

し
ま
う
光
線
過
敏
症
。
光
線
過
敏
症
に
は

代
謝
異
常
、
化
粧
品
、
薬
剤
の
服
用
、
ビ

タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
不
足
と
い
ろ
い
ろ

な
原
因
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
皮
膚
の
症
状

も
日
焼
け
の
よ
う
に
赤
く
な
る
も
の
、
湿

疹
の
よ
う
に
か
ゆ
い
ブ
ツ
ブ
ツ
が
で
き
る

も
の
、
じ
ん
ま
し
ん
を
起
こ
す
も
の
な
ど

様
々
で
す
。
今
回
は
そ
の
中
で
も
薬
剤
の

使
用
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
薬
剤
性

光
線
過
敏
症
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

光
線
過
敏
症
に
注
意
が
必
要
な
薬
剤
！

薬
剤
を
使
用
す
る
事
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
薬
剤
性
光
線
過
敏
症
に
は
、
塗

り
薬
や
湿
布
薬
な
ど
、
外
用
薬
を
用
い
た

部
位
に
日
が
当
た
っ
て
か
ぶ
れ
る
「
光
接

触
皮
膚
炎
」
と
、
内
服
薬
を
服
用
後
に
外

出
し
、
日
が
当
た
っ
た
皮
膚
に
発
疹
が
で

き
る
「
光
線
過
敏
型
薬
疹
」
の
二
種
類
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
と
な
る
主
な
外
用

薬
に
は
、
湿
布
薬
、
塗
り
薬
な
ど
の
消
炎

鎮
痛
剤
の
一
部
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
内

服
薬
で
は
、
ニ
ュ
ー
キ
ノ
ロ
ン
系
と
い
わ

れ
る
抗
菌
薬
の
一
部
、
非
ス
テ
ロ
イ
ド
系

消
炎
鎮
痛
剤
の
一
部
、
降
圧
薬
の
一
部
、

糖
尿
病
薬
の
一
部
、
あ
る
種
の
抗
が
ん
剤

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
薬
剤
性

光
線
過
敏
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
の
あ

る
薬
剤
は
外
用
薬
、
内
服
薬
と
様
々
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

薬
剤
性
光
線
過
敏
症
を
防
ぐ
に
は
？

薬
剤
性
光
線
過
敏
症
を
防
ぐ
に
は
そ
の

原
因
と
な
り
え
る
薬
剤
を
使
用
し
な
い
こ

と
が
一
番
で
す
が
、
治
療
の
た
め
に
必
要

で
、
副
作
用
と
し
て
光
線
過
敏
症
の
あ
る

薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
、
症
状
が
出
な
く

と
も
長
時
間
の
日
光
曝
露
を
避
け
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
薬
剤
性
光
線
過
敏

症
の
症
状
が
出
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
第

一
に
原
因
と
考
え
ら
れ
る
薬
剤
を
中
止
す

る
こ
と
、
そ
し
て
少
な
く
と
も
１
週
間
は

外
出
時
に
長
袖
の
衣
類
、
帽
子
、
手
袋
等

を
着
用
し
日
傘
を
利
用
す
る
な
ど
日
光
の

曝
露
を
避
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

光
線
過
敏
症
の
症
状
に
よ
っ
て
は
、
抗
ヒ

ス
タ
ミ
ン
剤
、
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
の

使
用
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
疾
患
に
よ
っ
て
は
そ
の
治
療
上
、

光
線
過
敏
症
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
薬
剤

を
安
易
に
中
止
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
場

合
も
あ
る
の
で
、
自
己
判
断
で
の
薬
剤
中

止
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

最
後
に

様
々
な
薬
剤
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
可
能
性
の
あ
る
「
薬
剤
性
光
線
過
敏

症
」。
特
に
紫
外
線
の
強
ま
る
こ
れ
か
ら

の
季
節
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

紫
外
線
は
直
射
日
光
だ
け
で
な
く
地
表
面

や
建
物
か
ら
の
反
射
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
紫
外
線
反
射
は
草
地
で
は

問
題
に
な
ら
な
い
程
度
で
す
が
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
は
約
６
％
、
砂
地
が
15
％
前
後
、

水
面
は
10
‐
20
％
も
の
紫
外
線
が
反
射
さ

れ
ま
す
。
普
段
は
何
と
も
な
い
紫
外
線
で

あ
っ
て
も
薬
剤
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、

薬
剤
性
光
線
過
敏
症
に
よ
っ
て
皮
膚
障
害

が
強
く
現
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
薬
剤

性
光
線
過
敏
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

連
絡
先
：
薬
剤
部

☎
：
０
４
９
（
２
７
６
）
１
１
１
１

夏場に注意！！薬剤性光線過敏症！
薬剤部
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Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に
お
い
て
金
属
が
与
え
る
影

響
に
つ
い
て

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
は
強
力
な
磁
石
を
使
っ
た

装
置
で
、
磁
石
の
力
と
電
磁
波
の
照
射
に

よ
り
体
の
臓
器
や
血
管
を
撮
影
す
る
検
査

で
す
。

検
査
室
に
金
属
を
持
ち
込
む
と
磁
石
に

よ
る
強
い
力
に
よ
り
引
き
つ
け
ら
れ
（
吸

引
）、
金
属
が
飛
ぶ
な
ど
大
変
危
険
で
す
。

吸
引
は
金
属
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
最
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
強
磁
性
体
（
鉄
、
コ
バ
ル
ト
、
ニ
ッ
ケ

ル
）
で
す
。
ま
た
、
撮
影
に
よ
る
電
磁
波

の
照
射
に
よ
り
金
属
が
発
熱
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ア
ル
ミ
箔
な
ど
貼
付
剤
等
に

含
ま
れ
る
金
属
類
が
発
熱
し
、
や
け
ど
を

負
う
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
発
熱
に

関
し
て
は
、
導
電
性
の
高
い
金
属
ほ
ど
危

険
性
が
高
く
、
す
べ
て
の
金
属
に
お
い
て

発
熱
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、

必
ず
熱
く
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。）

安
全
に
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
検
査
室
に
入
室
す
る
前
に
患
者
さ
ん

が
身
に
付
け
て
い
る
貴
金
属
類
や
入
れ
歯

な
ど
金
属
製
品
が
持
ち
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
事
前
チ
ェ
ッ
ク
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ま
た
、
問
診
票
に
て
手
術
に
よ
り
体
内

に
金
属
製
の
医
療
用
具
が
入
っ
て
い
な
い

か
確
認
も
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
金
属
が
画
像
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
か
画
像
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。図

１
の
左
の
画
像
は
歯
科
治
療
に
よ
る

金
属
製
の

被
せ
も
の

が
あ
る
方

の
画
像
で

す
。
右
の

金
属
の
な

い
画
像
と

比
べ
る
と
赤
丸
で
囲
ん
で
あ
る
部
分
が
画

像
と
し
て
描
出
さ
れ
ず
黒
く
塗
り
つ
ぶ
さ

れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

図
２
の
左
の
画
像
は
磁
石
式
の
入
れ
歯

を
使
用
し

て
い
る
方

の
画
像
で

す
。

磁

石
が
付
い

て
い
る
部

分
は
外

し
て
い
ま
す
が
、
口
腔
内
に
金
属
が
あ
る

た
め
歯
の
部
分
の
画
像
が
黒
く
抜
け
て
い

ま
す
。
通
常
の
入
れ
歯
も
同
様
の
画
像
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
磁
石
式
の
入
れ
歯
は

装
着
し
た
ま
ま
検
査
室
に
入
っ
て
し
ま
う

と
消
磁
し
て
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
撮
影
部
位
が
頭
部
や
顔
で
な
く
て
も

外
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

図
３
の
画
像
は
矢
印
の
部
分
に
脳
動
脈

瘤
手
術

に
よ
る

ク
リ
ッ
プ

が
あ
り
ま

す
。
最
近

の
ク
リ
ッ

プ
の
ほ
と

ん
ど
が
検
査
可
能
で
す
が
、
30
年
以
上
前

の
ク
リ
ッ
プ
や
特
殊
な
ク
リ
ッ
プ
に
は
検

査
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

過
去
に
手
術
な
ど
を
し
て
体
内
金
属
が
あ

る
場
合
、
材
質
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
対
応
可
能
か
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
検
査

前
に
医
師
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

図
４
は
膝
関
節
の
画
像
で
す
。
左
の
画

像
は
手
術

後
の
金
属

に
よ
り
画

像
の
歪
み

が
生
じ
て

い
ま
す
。

当
院
に

は
、
本
館
地
下
１
階
に
１
台
（
1.5
Ｔ
）
と

Ｍ
Ｒ
Ｉ
棟
に
３
台
（
1.5
Ｔ
が
２
台
、
３
Ｔ

が
１
台
）
の
計
４
台
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
が
あ

り
ま
す
。

※
Ｔ
（
テ
ス
ラ
）
は
磁
石
の
強
さ
を
表
し
、

数
字
が
大
き
い
ほ
ど
強
い
磁
力
と
な
り

ま
す
。

磁
石
の
強
さ
が
装
置
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
の
で
、
体
内
に
金
属
の
あ
る
場
合
や

検
査
の
内
容
に
よ
っ
て
検
査
室
が
限
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
へ

体
内
に
金
属
性
の
医
療
用
具
が
あ
る
場

合
、
種
類
に
よ
り
検
査
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
を
受
け
た
医
師
・
医
療
機
関
に
「
金

属
医
療
用
具
の
種
類
、
挿
入
部
位
、
時
期
」・

「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に
対
応
し
て
い
る
か
」
を

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
主
治
医
に

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
検
査
当
日
に
検
査
室
で
記
入
し

て
頂
く
問
診
票
に
も
ご
記
入
下
さ
い
。
当

院
で
は
安
心
、
安
全
に
検
査
が
行
え
る
よ

う
に
細
心
の
注
意
を
し
て
い
ま
す
。

検査一口メモ
中央放射線部

図１　歯科治療

歯に被せものあり 被せものなし

図２　磁石式の入れ歯

口腔内金属あり 金属なし

図３　脳動脈瘤クリップ図４　手術後の金属（膝関節）

手術後金属あり 金属なし



⑦

◆
入
院
中
の
食
事

入
院
中
は
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
揃
え
た
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

栄
養
士
が
基
本
と
な
る
献
立
を
決
め
、
そ
こ
か
ら
食
事

制
限
の
あ
る
方
に
合
わ
せ
、
様
々
な
種
類
の
食
事
へ
調
節

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
１
人
ひ
と
り
の
病
態
に
あ
わ
せ
医

師
か
ら
の
指
示
栄
養
量
や
塩
分
量
へ
調
整
し
、
提
供
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
入
院
後
栄
養
士
が
訪
問
し
、
ア

レ
ル
ギ
ー
や
宗
教
上
の
禁
止
等
の
調
整
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
調
理
の
工
夫

当
院
の
食
事
は
衛
生
面
に
於
い
て
安
全
性
の
高
い

「
ク
ッ
ク
チ
ル
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

「
ク
ッ
ク
チ
ル
」
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
調
理
し
た
も
の
を

急
速
冷
却
し
、
３
度
以
下
で
保
存
し
て
食
事
提
供
前
に
再

加
熱
す
る
と
い
う
調
理
シ
ス
テ
ム
で
す
。
病
院
食
に
は
薄

味
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
再
加
熱
で
味
が
染
み
こ

む
た
め
、
少
し
の
調
味
料
で
も
し
っ
か
り
と
し
た
味
に
な

り
、
美
味
し
く
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。

◆
献
立
作
成
の
こ
だ
わ
り

献
立
作
成
か
ら
調
理
ま
で
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
全
て
院
内

で
行
っ
て
お
り
、
季
節
に
合
わ
せ
た
地
元
の
食
材
を
利
用

し
、
手
作
り
の
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
塩
分

は
１
日
８
ｇ
未
満
の
食
事
を
目
標
と
し
、
野
菜
は
１
日

３
５
０
ｇ
以
上
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。（
厚
生
労
働
省
が

定
め
る｢

日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準｣

に
基
づ
く
）

栄
養
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、主
治
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。

個
別
相
談
を
承
り
ま
す
。

◆
行
事
食

季
節
に
合
わ
せ
行
事
食
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５
月
５
日
の
子
供
の
日
な
ど
、
祝
祭
日
に
は
行
事
に
合

わ
せ
た
食
事
や
お
や
つ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
産
後
特
別
メ
ニ
ュ
ー

出
産
を
さ
れ
た
方
へ
お
祝
い
の
気
持
ち
を
込
め
て
『
産

後
特
別
メ
ニ
ュ
ー
』
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
有
料
特
別
メ
ニ
ュ
ー

入
院
中
は
通
常
の
メ
ニ
ュ
ー
と
は
別
に
、
日
替
わ
り
の

メ
ニ
ュ
ー
を
有
料
（
追
加
負
担
額
３
０
０
円
）
で
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。
申
込
に
は
主
治
医
の
許
可
が
必
要
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
に
は
提
供
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
各
病
棟
の
デ
イ
ル
ー
ム
に
詳
細
の
ご
案
内
が
あ
り
ま
す
。

入院食のご紹介
～病院食について～栄養部

◆主菜は、食事のメインに
なるおかずです。魚介類・
肉類・卵・大豆・大豆加工
品などを片寄りなく使用し
ています。調理法や味付け
も和洋中を織り交ぜ、味が
重ならないよう工夫してい
ます。

◆果物・乳製品・汁物など
を1日1回提供しています。
※塩分 6g 以下に汁物は付
きません。
※食種によって乳製品は付
きません。

◆副菜は旬の食材を使用
し、薄味でもおいしく召し
上がっていただけるよう、
調理法で工夫しています。

◆主食は、食べにくい方に
はおにぎりや軟らかいご
飯、お粥の対応もしていま
す。

行事食・子供の日
幼児食とおやつ

有料特別メニュー
中華定食

（エビチリ・豚の角煮）
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